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倒伏がトウモロコシサイレージの品質・利用性に及ばず影響
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1　は　じ　め　に

トウモロコシは単位面積当たり栄養生産量が最も高い作物

であるが，栽培条件，環境条件によって生産性は大きな影

響を受ける。中でも台乱突風などによる倒伏は収量．サイ

レージの品質．飼料価値に大きく影響するといわれろl・2）。

1981年8月23日，台風15号は東北地方を縦断し．岩手県

においても奥羽山地を中心に多大な被害をもたらした。盛

岡でも台風の中心が通過して，トウモロコシは軒並み倒伏

した。そこでこれらの倒伏した材料を用いて収穫時の損失，

サイレージの発酵品質，家畜の噂好性を検討したので報告

する。

2　駄　験　方　法

（1）耕種概要

供試した品種はP3382（中生）で，1981年5月12日に播

種し，栽植密度を6，800本／108とした。施肥量はN：P：

鼠＝17：18：17吻／108とした。

（2）収穫・調製

台風（8月刀自）により倒伏した原料を9月28日（黄熟

初期）にシリンダー型ハーベスター（ニューホーランド718

型）で収穫した。作業は56桝の畦を3畦ずつ仁それぞれを

表1サイレージ原料の部位別構成割合

追刈区（倒伏した方向に進行），逆刈り区（倒伏と反対の

方向に進行），手刈り区に分けて行い．全量を秤量した。

また，倒伏した原料のうち，土砂の付着したものを水洗し

て土砂量を求めた。サイレージの調製は正常区，倒伏区，

土砂2％混入区に分け，それぞれを塔型サイロに埋蔵した。

嗜好性は去勢羊によってカフテリヤ法で実施した。

（3）化学分析

一般成分は常法により，ADF，ADlりでんぷんは畜試

法で行った。サイレージのp且はガラス電極pEメーターで，

有機酸は前原の方法で測定した。

3　試験結果及び考察

（1）収穫謁製

原料の生育状況を表1に示した。草丈，梓長は倒伏区が

短く．子突歩合も少なかった。これは倒伏した際に葉部及

び堆徳が折損したためであり，また，挫折によって養分の

転流が充分行われなかったことによるものであろう。圃場

における倒伏の形態を表2に示したが，正常型が8．6％と

少なく，ほとんどが挫折型で81％を占めていた。これは供

試品種の板張りがよく，耐倒伏性が強かったため，風圧を

受けても根が抜けずに地上から20～30mの所から折れたた

めである。伊藤l）らも現地調査で同様の事実を認めている。

収量 （吻／10 8）
草丈 梓長 着雌穂高 （聞）
（亡欝） （爪） 生草 乾物 茎 葉 子‾実 芯 植皮

23 1 2 1 2 1 1 8 3 ．4 4 3 8 7 1 4 3．2 14 ．9 25 ．8 7 ．9 6 ．6

28 4 2 3 3 120 4 ，50 6 1 ，14 0 30 ．9 2 0 ．4 3 2 ．6 7 ．5 7 ．0

注．＊：雄梯折損，葉部のちぎれが認められた。

表2　圃場における倒伏の状態（株）

反復 正 常 型 挫 折 型 転 び 型

1 5 （ 2 ） 205 （93 ） 11 （ 5 ）

2 32 （15 ） 124 （57 ） 62 （28 ）

3 2 1 （ 9 ） 202 （91 ） 0 （ 0 ）

4 9 （ 4 ） 188 （90 ） 12 （ 6 ）

5 28 （13 ） 159 （73 ） 32 （14 ）

平均 （8．6 ） （80．8 ） （10．6 ）

注．（）は％，50〝王のうね5畦について調査。

フォレージハーベスターによろ収穫時の調査を表3に示

した。乾物の損失は追刈区が逆刈区よりやや高い債向が認

められた。これは追刈区の万がハーベスターの拾い上げが

難しかったことを示している。すなわち，倒伏の方向がト

ラクターの車輪に踏まれるように倒れており，ハーベスタ

－の拾い上げがうまくいかなかったのである。このことか

ら，倒伏原料を収穫する場合，前輪で暗みつけられないよ

う適当な装置を取りつける等の工夫が必要と思われた。

表3　ハーベスターによる収穫調査

区　 分

′ヽ一・ペス
ターで回
収 した量

開場損失 乾物の

損失率

（％）

108 当た

り 収 量
手刈り区

を 100 と

した指数乾 重 乾 重 乾 重

（ため （吻） （吻）

追刈 り区 128 36 22．6 1，088 75

逆刈 り区 77 25 － 20．0 654 57

全　　 区 205 61 21．4 871 76

手刈 り区 134 0 0 1．140 100

手刈区を100とした指数で収穫ロスを比べろと，ハーベ
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スター収穫の場合にはおよそ伍が圃場に残ったことになる。

現地調査でも同様のお％前後の収穫ロスが報告されている

ことから．台風による倒伏の被害ははば乃％前後に遷した

ものと推察される。

倒伏したトウモロコシに付着した土砂の量と部位別構成

比から推定した混入割合を表4，5に示した。葉部全体に

こびりついた状態では最高13％に達することが推測された。

しかし，平均的には棄部妓～仏に付着する程度と考えら

れ，全体では土砂妃が3～7％の範囲と推察される。土砂

の混入が家畜の採食性，栄養生理に及ぼす影響についてい

くつかの報告2・3）がなされ，いずれも悪影響があることを

認めている。

蓑4　台凪で倒伏したトウモロコシに付着した土砂

区　 分

弼 慧 沼 至藍 芸冨星 雲慧璧

（d ）　 （グ）　 （グ）　 （％）　 （％）

多く　付着 1．275　　 7．06　　 3．00　　 42．5　　 8．6
中　　　 間 1．060　　 4．28　 1．12　　 26．1　 5．2
少なく付着 1，040　　 5．00　　 0．96　 19・1　 3・8

表5　薫部に付着する程度と全体への混入割合の推定

葵部 へ の
付着 程 度

全 植物 体 の 土 砂 の最 （原物 ％ ）

多 い場 合　　 中　　 間　 少 な い場 合

全　　 体 13．0　　　　　 8．3　　　　　 6．1

半　　 分 7．5　　　　　 4．2　　　　　 3．0

旭 4．3　　　　　 2．8　　　　　 2．0

仏 3．3　　　　　 2．1　　　　 1．5

注．表1及び表4から算出。

（2）サイレージの発酵品質，嗜好性

発酵品質を表6に示した。倒伏区は正常区に比べてpll

に差は少ないが，総酸の生成墟は多い傾向を示した。一方，

土砂の混入区は総酷の生成が少なく，VBN／T－Nが多かっ

蓑6　サイレージの発酵品質　　（桝，m。1％）

区　 分 PII
総酷 諾 v F A V FA のモ ル比 岩 諾

C 2　 C 3　 C ▲

倒 伏 区 3．59 31．5　24．8　 6．7 88　　 6　　 6 21．2 6．6

土砂 2 ％
混 入 区

3．67 29．4　23 ．9　 5．5 68　　 3　 29 18．7 5．6

正 常 区 3，63 30．3　25．1　 5．2 88　　 7　　 5 17．1 4．0

衰7　金ヶ崎町における同一腫瘍で生産されたサイレージの発酵品質

l　p11 － m　m Ol ％ VFA のモル比－ 笥 二 ワ㌢ N
総酸　　 乳酸　　 V FA C 2　　　 C 3　　　 C 暮　　　 C 5

4．7 9．0　　　 4．6　　　 4．4 36　　　 3 0　　　 18　　　 16

3．7 34，0　　 2 9．2　　　 4．8 96　　　　 2　　　 1　　　 1

区　分

倒伏区
正常区

48．7　　49．1

14．2　　　5．3

た。VFAの構成比は倒伏区と正常区は近似していたが土

砂混入区の酪酸は前者の5倍近い値を示し，品質の劣化が

認められた。このことは著者が現地で行った調査（表7）

でも顕著な差が認められ，倒伏が発酵品質を著しく劣化さ

せることがわかった。

サイレージの飼料成分組成の比較を図1に示した。倒伏

区及び土砂混入区はでんぷん，粗蛋白質などの利用効率の

高い成分が少なく，逆にADF，リグニン．珪酸などの難

消化成分が増大した。これは倒伏区の原料が子実割合が少

なく，茎葉が相対的に多くなったことによるものである。

今回，消化率を求めなかったが，既往の報告によると，土

砂混入逼1％につきTDN含量が約2％減少するとされて

おり2），その影響は大きいことが予測される。
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図1サイレージの飼料成分組成の比較

羊の嗜好性を図2に示した。サイレージの発酵品質の良

否と同じ噸位で増減し，正常区が圧倒的にすぐれていた。

倒伏区はおよそ正常区の半分，また土砂混入区はほとんど

採会しなかった。このことから土砂混入は噂好性を著しく

低下させることが明らかにされた。

土砂混入l亘（2．4％）

図2　サイレージの嗜好性

4　ま　　と　　め

台風で倒伏した原料をハーベスターで収穫した場合，収

穫ロスが24％に及ぶことが認められた。また土砂混入によ

りサイレージの発酵品質，飼料価値，嗜好性は著しく劣質

化することも明らかになった。したがってこれらのサイレ

ージを給与する際は，養分の不足を補って利用することが

勘要である。
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